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各 位 

三菱 UFJモルガン・スタンレー証券株式会社 

 

スタートアップ伴走プログラム（JIVL）における企業採択のお知らせ 

 

 三菱 UFJモルガン・スタンレー証券株式会社（取締役社長 小林 真、以下 当社）は、2025年

3月 5日に募集開始を公表しました、スタートアップ伴走プログラム「Japan Inclusive Ventures Lab」

（以下 JIVL）において、株式会社 esa、株式会社ニューラルポート、HerLifeLab株式会社および

株式会社 FinT の 4 社を第 2 期の伴走企業として採択したことをお知らせします。当社は、伴走

プログラムの一環として、採択した企業への出資も予定しています。現在、出資にかかる契約締

結に向けて準備を進めておりますので、公表の準備が整い次第、速やかにお知らせします。 

 

 2024 年 3 月 13 日に公表した通り、当社は株式会社三菱 UFJ フィナンシャル・グループの戦

略的パートナーであるモルガン・スタンレーが米州およびヨーロッパ・中東・アフリカ地域で展開

する「Morgan Stanley Inclusive & Sustainable Ventures」を活用し、JIVLを開始しました。 

 

 JIVL は、女性や多様なバックグラウンドをもつ創業者や経営陣により設立または運営される、

日本のスタートアップ企業の事業構築の促進を目的としています。次の 3 つのミッションに基づ

き、カスタマイズされたプログラムの提供を通じて、創業初期から世界市場を目指す Born Global

型スタートアップに伴走いたします。 

 

①日本においてグローバルなスタートアップエコシステムを構築 

②経済社会における構造変革とＥＳＧ課題の解決を実践 

③日本の持続的成長に貢献 

 

【伴走企業概要】（企業名五十音順） 

株式会社 esa (https://esa-gl.com/) ： 

従来、廃棄されていた複合プラスチックから再生ペレットを作る独自技術を開発・提供し、プラス

チックのマテリアルリサイクル率を高め、CO2 排出量および廃棄プラスチック量の削減を通じた

循環型社会の実現をめざしています。 

 

株式会社ニューラルポート (https://neuralport.jp) ： 

Virtual Reality (VR) 上の絵画を眺めるだけで目の情報から脳疲労の度合いを測定する、視線

計測型 VR脳疲労測定システム「ZEN EYE Pro」を提供し、すべての人々が最高のパフォーマン

スを発揮できるように取り組んでいます。 

 

https://esa-gl.com/
https://neuralport.jp/


HerLifeLab株式会社 (https://herlifelab.com/) ： 

更年期障害を抱える女性たちに対して、カウンセリング、データおよび AI を通じたパーソナライ

ズ治療を提供することで、更年期を前向きに乗り越えられるように支援し、女性が年齢を問わず

チャレンジできる社会の実現に向けて取り組んでいます。 

 

株式会社 FinT (https://fint.co.jp/) ： 

戦略設計から実行まで寄り添い、事業成果に繋がる本質的な SNS ソリューションを企業に対し

て提供しています。「みんなの強みを活かして、日本を世界を前向きに」できるよう、個々人が持

つ可能性を最大限活かし、グローバルにおける日本企業の活躍を支援する取り組みを行ってい

ます。 

 

 プログラムや伴走企業の詳細等は、JIVLのWebサイトを通じてお知らせします。 

JIVL Webサイト：http://www.morganstanley.co.jp/ja/jivl 

以 上 

https://herlifelab.com/
https://fint.co.jp/
http://www.morganstanley.co.jp/ja/jivl


（ご参考）JIVL概要および今後のプログラム・スケジュール

• 資本市場／IPOの考え方
• 投資家とのコミュニケーション
• エクイティ・ストーリーの構成

• 日本スタートアップ業界について
• 経営者が考える組織戦略
• マーケティング戦略

• メンターセッション
• ブランディング戦略

Special Content

オーダーメイドプログラム（参考例）

• Japan Inclusive Ventures Lab (JIVL) は、モルガン・スタンレーが米州およびEMEA地域で展開するスタートアップ伴走プログラム「Morgan Stanley 
Inclusive & Sustainable Ventures」 を活用し、女性や多様なバックグラウンドをもつ創業者や経営陣が設立または運営する日本のスタートアップへ
の出資やカスタマイズされたプログラムの提供を通じ、成長を支援

• 経済産業省等のスタートアップ創出戦略に沿い、Born Global、経済社会構造変革、日本の持続的成長への貢献をキーワードとしてスタートアップの
成長に伴走。投資リターンや本業とのシナジーといった従来の判断基準にとらわれない投資・支援の実現により、スタートアップエコシステムの構
築とESG課題解決に貢献

JIVL ～スタートアップ伴走プログラム概要～

スケジュール

• 海外コミュニケーション
• Exit戦略の考え方

• ストーリーのブラッシュ
アップ

• バリュエーションの考え方

Demo Dayに向けてValue-upに向けて

コンテンツ提供・各種サポート～2026年1月末

Demo Day（ニューヨークまたはロンドン）2026年2月4日

カンファレンス（東京）、第3期募集開始予定2026年春頃

ミッション

日本においてグローバルなスタートアップエコシステム構築1

経済社会における構造変革とESG課題の解決を実践2

日本の持続的成長に貢献3

プログラムで提供するもの

CAPITAL
三菱UFJモルガン・スタ
ンレー証券から2500万
円の出資

CONTENT
カスタマイズされた
6か月間のカリキュラム

CONNECTIONS
業界専門家の
メンターシップ

COMMUNITY
起業家コミュニティー
からのサポート



第2期（2025年）JIVLの伴走企業

株式会社esa

このたび、世界的な金融機関のご支援を受け、新たな挑戦
の舞台を広げられることを大変光栄に存じます。

私たちはプラスチックリサイクル技術を起点として、環境・社
会課題の解決を、多様な人材や価値観との共創を通じて、
持続可能で包摂的な社会を築くことを目指しています。

本プログラムを通じ、日本発のイノベーションを世界に発信
し、未来に向けた変革と新たな価値創造に挑んでまいりま
す。

従来、廃棄されていた複合プラスチックから再生ペレットを作
る独自技術を開発・提供し、プラスチックのマテリアルリサイク
ル率を高め、CO2排出量および廃棄プラスチック量の削減を
通じた循環型社会の実現をめざしています

事業概要

2022年3月設立

黒川 周子代表取締役CEO

HerLifeLab株式会社
更年期障害を抱える女性たちに対して、カウンセリング、デー
タおよびAIを通じたパーソナライズ治療を提供することで、更

年期を前向きに乗り越えられるように支援し、女性が年齢を問
わずチャレンジできる社会の実現に向けて取り組んでいます

事業概要

2022年5月設立

CEO:オリガ・エリセーバ、COO: 大塚 響子共同代表取締役

株式会社FinT
戦略設計から実行まで寄り添い、事業成果に繋がる本質的な
SNSソリューションを企業に対して提供しています。「みんなの

強みを活かして、日本を世界を前向きに」できるよう、個々人
が持つ可能性を最大限活かし、グローバルにおける日本企業
の活躍を支援する取り組みを行っています

事業概要

2017年3月設立

大槻 祐依代表取締役CEO
私たちが運営する Vivalle（ビバエル）は、これまで十分に注

目されてこなかった日本の更年期ケア領域で、女性の声に
耳を傾け、伴走型の医療を提供しています。女性たちが「相
談でき、理解され、力を取り戻す」ことが私たちの使命です。
今回のプログラムでは、エキスパートから学び、事業を成長
させたいと考えています。女性の健康寿命を延ばし、社会全
体の活力に貢献するため、次のステージへ飛躍してまいり
ます。

この度は貴重な機会をいただき、ありがとうございます。

当社のパーパスである「みんなの強みを活かし、日本を世界
を前向きに」の実現を目指す上で、JIVLは、まさに私たちの

グローバルへの挑戦を加速させる機会だと感じています。私
たちは日本企業が世界で活躍できるプラットフォームを構築
し、未来に希望を持てる社会の実現に貢献したいと考えてい
ます。本プログラムを通じて、日本を代表する企業になれる
よう精進いたします。

株式会社ニューラルポート
Virtual Reality (VR) 上の絵画を眺めるだけで目の情報から
脳疲労の度合いを測定する、視線計測型VR脳疲労測定シス
テム「ZEN EYE Pro」を提供し、すべての人々が最高のパフォ
ーマンスを発揮できるように取り組んでいます

事業概要

2020年9月設立

島藤 安奈代表取締役CEO

I am super excited!
創業当初から国際研究人材と共に、世界にないモノづくりを
追究してきました。VR/AI脳モニタリングの技術はまだ発展
途上ではありますが、技術拡張性という∞の可能性を秘めて

います。研究開発力という日本の底力を世界に示したいと思
います。

注:現在、出資にかかる契約締結に向けて準備を進めています
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